
 

武蔵野市教育委員会教育目標 

 

 

武蔵野市の教育は、人間尊重の精神に基づき、普遍的で個性豊かな文化の創造と豊

かな地域社会の実現を目指し、学校教育・生涯学習を通じて以下の「教育目標」に基

づき、積極的に市民のための教育行政の推進に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和７年２月５日 武蔵野市教育委員会決定） 

 

武蔵野市教育委員会は、自他の幸せと豊かな社会を実現する未来の創り手を育むこと

を願い、学校での子どもの育ちや学びを支える基盤づくり、自らの人生を切り拓く自信

と意欲の育成、多様性を生かし、社会を形成する力の醸成に向けた教育活動に取り組み

ます。 

また、誰もが、いつでも主体的に学習やスポーツに親しみ、深めることができるよう

社会教育を充実させ、学校教育と合わせ、生涯を通じ、あらゆる場で学び、支え合うこ

とができる社会の実現を図ります。 
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令和８年度武蔵野市教育委員会の基本方針  

 

武蔵野市教育委員会は、教育目標を達成するために、以下の基本方針

及び指導や事業の重点に基づき、学校教育と社会教育の連携を図り、地

域の特性を生かした教育を推進するとともに、総合的に教育施策の充実

を図ります。   

なお、事業の実施にあたっては、子どもの最善の利益を第一に考え適

切に対応します。  

 

【方針１】  学校での子どもの育ちや学びを支える基盤づくりの推進  

子どもの成長を支えるには、学校・家庭・地域・関係機関の協力が欠

かせません。「どんな子どもを育てるか」という学校の教育目標やそれ

ぞれの想いを共有し、「各自の立場で何ができるか」といった対話や連

携、情報発信により、協力の輪を強く、大きくしていきます。  

  

○家庭・地域と連携した教育活動の充実  

学校運営の 基本方 針の承認を はじめ とする、学 校運営 協議会の機 能を

有した「開かれ た 学校づくり協議 会 」の取組を充実 さ せます。特に、委

員 を 幅 広 い 年 齢 層 や 所 属 団 体 で 構 成 す る 、 子 ど も と の 協 議 を 設 け る

等 、 多 様 な 人 々 と よ り よ い 学 校 運 営 の 熟 議 を 継 続 的 に 進 め ま す 。 ま

た 、 地 域 資 源 を 生 か し た 学 習 、 登 下 校 の 見 守 り や 学 校 周 辺 の 環 境 整 備

等、地域の関係 団 体と協力し、子 ど もの学びや成長 を 支える活動を具体

的に推進します 。 こうした協議会 の 内容や、学校の 教 育活動を多様な方

法で情報発信し 、 学校を核とした 地 域づくりや学校 と 地域の双方向の関

係づくりを推進します。  

また、放課 後や不 登校の子ど もの居 場所づくり を関係 機関と協力 し合

えるよう、研究します。  

部活動コー ディネ ーターを介 し、地 域人材等に よる小 ・中学校の 部活

動指導員の確保 と 資質向上のため の 研修を実施しま す 。また、どの学校

でも子どもが希 望 する運動部や文 化 部に参加できる よ う、「拠点校方式

による合同部活動」を着実に実施します。  

 

      

○関係機関・専門家との連携の充実  

子どもが学 校の大 人に気軽に 相談で きるよう、 教職員 が人権感覚 を振

り返り、関係機 関 ・専門家との連 携 の必要性に関す る 理解を深める研修
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を充実します。  

スクールカ ウンセ ラー、スク ールソ ーシャルワ ーカー を学校組織 に位

置 付 け 、 心 理 ・ 福 祉 の 視 点 か ら の 子 ど も や 学 校 の 支 援 を 充 実 す る ほ

か 、 法 律 的 な 支 援 と し て ス ク ー ル ロ イ ヤ ー の 活 用 を 推 進 し ま す 。 ま

た、教育支援セ ン ターや子ども家 庭 支援センター、 民 生・児童委員など

関 係 機 関 と の 連 携 を 着 実 に 進 め 、 切 れ 目 な い 相 談 支 援 体 制 を 構 築 し ま

す。あわせて、オンラインでの教育相談の可能性について研究します。  

幼児期の学 びを小 学校に引き 継ぐた め、「武蔵 野スタ ートカリキ ュラ

ム」を着実に実 施 するとともに、 子 ども同士の交流 や 、園訪問・学校訪

問など、幼保子 ・ 小連携を進めま す 。また、義務教 育 ９年間のゴールの

明確化・共有のために、小中合同研修会を充実させます。  

      

○質の高い教育活動を支える環境の整備   

新しい学習 者用コ ンピュータ を使い 、プライバ シーに 配慮した子 ども

の学習データの 蓄 積や、一人一人 の 実態に合わせた 個 別の学習支援を進

めます。また、 学 習履歴や出欠席 ・ 健康の記録・指 導 記録等を自動的に

収集・分析ができる教育ダッシュボードを研究していきます。  

 

「 先 生 い き い き プ ロ ジ ェ ク ト 2.0」 に 基 づ き 、 市 講 師 や 部 活 動 指 導

員、学校司書等 の 学校や教育を支 え る人員の着実な 配 置と、ＩＣＴや生

成ＡＩを活用し た 授業準備や業務 の 効率化をさらに 進 めます。また、改

正給特法により 策 定が定められた 市 立学校の教育職 員 に関する業務量管

理・健康確保措 置 実施計画として 、 本プロジェクト を 「先生いきいきプ

ロジェクト 3.0」に更新します。  

学校改築に ついて 、既に改築 事業が 進んでいる 第五小 学校、井之 頭小

学校は、着実に 事 業を進めます。 そ れ以降に改築を 予 定している学校に

つ い て は 、 学 校 施 設 整 備 基 本 計 画 の 改 定 の 中 で 、 子 ど も の 学 び を 第 一

に、全市的な視 点 から中学校の適 正 な数や将来を見 据 えた校舎のあり方

について検討のうえ、計画をまとめます。  

 

既存の学校 施設は 、計画的な 予防保 全と定期的 な点検 を継続し、 良好

な施設環境を確 保 します。また、 学 校給食について は 、質の高い給食提

供の取組を継続、発展させます。  

 

【方針２】  自らの人生を切り拓く自信と意欲の育成   

本 市 の 特 色 豊 か な 体 験 活 動 を 大 切 に し つ つ 、 デ ジ タ ル 技 術 も 活 用
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し、子どもの意欲を引き出し、一人一人の興味・関心や状況に応じた学

びを充実します。その前提として、学校が安心でき、子どもが自己の可

能性を発揮して自信を深める場所となるよう、子どもの権利の保障につ

いて、理解を深める取組を推進します。  

   

○子どもの権利を守り、安心して学べる取組の推進    

  

自 分 の 人 権 を 守 り 、 他 者 の 人 権 を 守 る た め の 実 践 行 動 に つ な が る よ

う、「人権教育 プ ログラム（学校 編 ）」の活用と、 「 武蔵野市子どもの

権利条例」の周 知 ・啓発を関係機 関 と連携して行い ま す。また、特別の

教 科  道 徳 に お い て 、 道 徳 的 な 課 題 を 自 身 の 問 題 と 捉 え て 向 き 合 う た め

に、考える道徳、議論する道徳の授業改善に取り組みます。  

より安心し て学べ る学校をつ くるた め、「学校 風土調 査」と調査 結果

に基づく授業や 生 徒指導の改善を 教 育課題研究開発 校 にて取り組み、研

究成果を各校に 還 元します。また 、 いじめ防止対策 推 進法等の法令や改

訂した「武蔵野 市 いじめ防止基本 方 針」と「武蔵野 市 いじめ防止基本方

針に基づく具体 的 方策」に基づき 、 市や学校のいじ め 対策委員会による

組 織 的 な い じ め 対 策 を 着 実 に 実 施 し ま す 。 あ わ せ て 、 「 生 命 （ い の

ち）の安全教育 」 など、生徒指導 に まつわる個別の 課 題の未然防止教育

を着実に実施します。  

不登校の子 どもが 自分に合っ た相談 機関や居場 所につ ながるよう 、校

内で安心して過 ご せる居場所の設 置 や、校外の居場 所 づくりを地域の関

係団体と検討します。  

不登校の子 どもの 教育機会と 居場所 確保のため 、新た な学びの場 （チ

ャレンジクラス ） を開設します。 ま た、オンライン に よる授業や学級参

加を進めるとと も に、「令和７年 度 ・文部科学省実 証 事業（テーマ「メ

タバースと教育 デ ータ、非言語コ ミ ュニケーション を 活用した不登校支

援モデルの構築 」 ）」の成果を基 に 、ＩＣＴを活用 し た学びの場の検討

をします。         

○一人一人のよさや可能性を引き出す指導や支援の工夫  

生徒指導の 目的で ある個性の 発見、 可能性の伸 長、自 己実現を叶 える

ため、「何をし た いのか、何をす る べきか」といっ た 子どもの主体性を

尊重した取組を全教育活動で推進します。  

ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン の 考 え に 基 づ く 指 導 の 工 夫 や 教 室 環 境 の 整

備、合理的配慮 の 提供を着実に推 進 できるよう、教 員 研修や特別支援コ

ーディネーター 連 絡会等を充実し ま す。また、日本 語 を母語としない子
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どもと家庭への支援や医療的ケア児の支援体制を整備します。  

多 様 な 他 者 を 理 解 ・ 尊 重 し 合 え る よ う 、 通 常 の 学 級 と 特 別 支 援 学

級、都立特別支 援 学校との交流及 び 共同学習や、特 別 支援教室等の教員

による通常の学 級 での障害理解教 育 、保護者への啓 発 を行います。子ど

もの教育的ニー ズ に応じる連続性 の ある多様な学び の 場としての特別支

援学級の在り方 に ついて検討する と ともに、自閉症 ・ 情緒障害特別支援

学級の設置について検討します。  

 

○主体的・対話的で深い学びの充実  

学習の基盤 となる 言語能力や 情報活 用能力の育 成のた めに、言語 活動

の充実や、「武 蔵 野市学習者用コ ン ピュータ活用指 針 」に基づく「情報

の収集・整理・ 分 析・表現」等の 取 組を、各教科等 の 特質に応じて推進

します。また、 保 護者と協力し、 学 習者用コンピュ ー タの自律的、創造

的な活用（デジタル・シティズンシップ教育）を進めます。  

各校で、問 題を発 見し、解決 する学 習過程を大 切にす るとともに 、主

体的・対話的で 深 い学びの実現に 向 けた授業改善に 努 めます。また、教

育課題研究開発 校 の成果を生かし 、 個別最適な学び と 協働的な学びの一

体的な充実に関する取組を各校で推進します。  

実生活とつ ながる 理数教育を 充実す るために、 東京都 教職員研修 セン

ターや近隣大学 が 実施する理数教 育 に関する研修等 の 受講を進めるとと

もに、サイエンスフェスタ等の生涯学習事業との連携に取り組みます。  

 

○知性・感性を磨く体験活動の重視  

東京都教育 委員会 の事業の活 用や、 武蔵野文化 生涯学 習事業団、 武蔵

野市国際交流協 会 、地域団体、市 内 大学等に協力い た だき、プロの音楽

や伝統文化等の 体 験、外国人や留 学 生との交流体験 の 機会づくりを進め

ます。  

安全な実施 を第一 に、子ども の参画 や、探究的 な学び 、教科等横 断的

な視点から長期 宿 泊体験活動を充 実 します。今後も 持 続可能な事業とす

べく、長期宿泊 体 験活動検証委員 会 の報告内容を基 に 、運営の在り方を

継続的に見直します。  

中央図書館 と連携 し、学校司 書によ る授業支援 を充実 させ、子ど もの

居場所の一つで あ る学校図書館の 読 書センター、学 習 ・情報センターと

しての機能を高 め ます。また、改 築 校では、ラーニ ン グ・コモンズの効

果的な活用を推進します。  

運動量の確 保や質 の向上のた め、日 々の授業や 休み時 間の取組を 工夫
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します、また、 生 涯に渡って運動 に 親しめるよう、 パ ラスポーツやニュ

ースポーツ等の 体 験機会づくりや 、 外部講師による が ん教育等、健康課

題に関する学習を充実します。  

      

【方針３】  多様性を生かし、社会を形成する力の醸成    

誰もが幸せを実感できる豊かな社会を実現するために、子どもが社会

や環境に主体的に関わり、よりよいあり方を多様な意見を生かしてつく

りあげる取組を進めます。あわせて、教員自身も学び続け、学校をつく

る主体者の意識を高める取組を進めます。  

 

○子どもよる自発的・自治的な学校・学級づくりの推進  

学年の発達 段階に 応じ、学級 ・学校 の中から課 題を見 いだし、解 決す

るための方法や 内 容を話し合う学 級 活動の充実を各 校 で進めます。その

際 、 集 団 と し て の 「 合 意 形 成 」 や 、 自 己 の 課 題 解 決 の た め の 「 意 思 決

定」のプロセスを大切にします。  

学校行事を 子ども 主体で計画 する、 学校の実情 や社会 の変化を踏 まえ

て生活のきまり を 見直す等、児童 会 や生徒会等によ る 自発的・自治的な

活動を推進しま す 。その際、少数 意 見や保護者・地 域 の意見等、多様な

意見を生かすための過程・手順を大切にします。  

教科の発表 、集会 活動、学校 行事等 で、異学年 交流を 取り入れ、 上学

年のリーダーの 意 識や思いやり、 下 学年の成長への 意 識の醸成を図りま

す。また、特別 支 援学級併設校で は 、特別支援学級 と 通常の学級の交流

及び共同学習を 推 進し、共に学校 を つくる一員とし て の集団意識を高め

ます。あわせて、特別支援学校との副籍交流を推進します。  

 

○まちや社会に向き合い、未来を考える学びの創造  

各教科等の 学びの 中に、幼児 や高齢 者、障害者 等、ま ちの人々と の交

流、地域の防災 訓 練や地域環境の 美 化等を取り入れ 、 住民との協働的な

学びを推進しま す 。その際、地域 コ ーディネーター を 介し、地域の関係

機関との連携を深めます。  

総 合 的 な 学 習 の 時 間 に お い て 、 実 体 験 や 地 域 探 索 か ら 課 題 を 見 出 す

等、子ども自身 の 課題意識を大切 に した探究的な学 習 過程を充実してい

きます。あわせ て 地域社会に赴き 、 協力を仰ぐなど 協 働的な学びも進め

ます。  

武 蔵 野 市 民 科 に お い て 、 自 分 ・ 学 校 ・ 地 域 ・ 社 会 か ら 課 題 を 見 出

し、探究する中 で 「自分がどう関 わ るか」を発信・ 実 行する取組を充実
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します。また、 市 役所各課、地域 団 体や企業といっ た 関係機関との学び

の共有や協働を進め、その様子を保護者や地域へ発信します。  

 

○学校の強みと教員の主体性を生かした学校づくりの推進  

学校の教育 目標実 現に向け、 校長を 中心に全教 員が学 校運営の主 体者

として、教育課 程 を編成・実施・ 評 価・改善する取 り 組む仕組みづくり

を 進 め ま す 。 特 に 、 自 校 の 特 色 あ る 教 育 活 動 は 何 か を 振 り 返 り 、 充

実、発信する取組や中学校区内の相互協力を進めます。  

こうした特 色ある 教育活動を 推進す るために、 市の教 育課題研究 開発

校の指定とともに、先生いきいきプロジェクト 3.0の検討の中で、学校が

独自に運用でき る 予算や文部科学 省 の教育課程や授 業 時数の特例校制度

について研究を進めます。  

教員の主体 的な学 びを推奨す るため に、都認定 団体や 民間団体主 催の

研究発表会等の 参 加費補助を充実 し ます。また、若 手 教員育成のための

指導主事や教育 ア ドバイザーの派 遣 、学校運営の中 核 となる教員向けの

マネジメント研 修 等、職層等に応 じ た研修や、研修 履 歴を基にした管理

者との対話による研修受講を進めます。  

 

【方針４】  生涯学習・スポーツ事業の充実  

年齢や障害の有無等にかかわらず市民一人ひとりが自主的に学び、学

ん だ こ と を 他 者 に 伝 え る 、 学 び お く り あ う 機 会 を 充 実 す る こ と に よ

り、生涯学習を通したまちづくりを推進します。  

また、東京 2020オリンピック・パラリンピック国際大会等のレガシー

を生かし、市民のスポーツ活動の推進や多様な文化活動の振興に取り組

みます。  

 

〇学び始める機会の提供  

高齢者、障 害者、 生活困窮者 、外国 人といった 人々は 学ぶにあた り配

慮が必要な場合 が あるため、「ラ ー ニング・フォー ・ オール」（学びを

全ての人々に） を 掲げ、共生社会 の 実現を念頭に、 市 の公式ＬＩＮＥ等

を活用し、積極的な情報提供を推進します。  

令和６年度 に市民 アンケート 調査と して実施し た「武 蔵野市生涯 学習

に関する調査」 等 をもとに、社会 教 育委員の会議に お いて、第二期生涯

学習計画の進捗 を 測るとともに、 多 様な市民ニーズ や 社会の要請に即し

た学びについて検討をしていきます。  
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○学びを広げ、他者とつながる活動の支援   

武蔵野地域 五大学 と連携し、 大学生 と一緒に学 ぶ市寄 付講座や大 学正

規科目のほか、 市 民ニーズを勘案 し て毎年、内容を ア レンジする共同講

演会、共同教養講座、自由大学講座等を引き続き実施します。  

また、「生 涯学習 事業費補助 金」及 び「子ども ・文化 ・スポーツ 体験

活 動 団 体 事 業 費 補 助 金 」 を 、 「 生 涯 学 習 ・ 子 ど も 体 験 事 業 補 助 金 （ 仮

称）」に一本化 す るとともに、引 き 続き、補助金申 請 説明会や補助金交

付事業活動報告 会 を通じて、団体 相 互の情報交換、 協 力・連携ができる

場を提供します。  

 

○「学びをおくる」生涯学習社会の推進  

将来の地域 の担い 手を育成す るため 、土曜学校 等の既 存事業にお ける

受 講 生 等 が 、 学 び の 成 果 を 地 域 に 生 か せ る よ う な 仕 組 み を 検 討 し ま

す。「むさしの サ イエンスフェス タ 」については、 土 曜学校「サイエン

スクラブ」の理 科 研究・実験等に 関 する学びの成果 発 表の場や、地域の

ＮＰＯなど、様 々 な機関の学びお く りの場として、 引 き続きの充実を図

ります。  

また、あら たに「 学びおくり あい補 助金（仮称 ）」を 創設し、個 人の

学びを他者へ伝える仕組み作りを推進します。  

 

○学びを支える生涯学習施設の整備   

生涯学習の 推進拠 点の一つで ある市 民会館の機 能の維 持と長寿命 化を

図るため、武蔵 野 市民会館大規模 改 修基本計画に基 づ き、令和８年度は

一時休館を伴う大規模改修工事を行います。  

 

〇市民の芸術・文化活動の支援  

市民のだれ もが芸 術文化を享 受し、 人間性豊か な市民 文化が創造 ・発

展するように、 第 二期生涯学習計 画 や武蔵野市文化 振 興基本方針に基づ

き、武蔵野市民 芸 術文化協会等の 芸 術文化団体の活 動 支援を通して、芸

術表現や鑑賞の機会の提供、創作活動の場の拡充に努めます。  

また、（公 財）武 蔵野文化生 涯学習 事業団の持 つ資源 を有機的に 結び

付けた効果的な 事 業展開によるさ ら なる文化の発展 を 図るための取組を

支援します。  

 

○誰もがスポーツを楽しめる機会の創出  

障害のある 人や、 子育て世代 の人、 勤労世代の 人であ っても、誰 もが
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生 涯 を 通 じ て ス ポ ー ツ を 楽 し む 機 会 の 充 実 と 、 一 人 ひ と り の 興 味 ・ 体

力・ライフスタイル等に応じた多様な施策の展開を図ります。  

市民や、学 校教育 との連携に より、 子どもたち にスポ ーツの持つ 魅力

を伝え、スポー ツ を通じた体力・ 運 動能力の向上と 、 障害者や障害者ス

ポーツへの理解促進を目指します。  

 

○スポーツを支える担い手づくりと活動支援  

スポーツの 意義や 楽しさを伝 えつつ 、スポーツ を通じ た人間的成 長や

人格・人権・多 様 性に配慮できる 指 導者を養成する た め、武蔵野市スポ

ーツ協会や武蔵 野 市スポーツ推進 委 員協議会等と連 携 し、講習会や学び

の 場 を 提 供 し ま す 。 ま た 地 域 で の ス ポ ー ツ に 関 す る 指 導 や 大 会 運 営 な

ど、様々な活動 の 場へのマッチン グ を行いスポーツ ボ ランティアとして

の活動の定着を図ります。  

地域と連携し、市立学校の部活動支援等を検討します。  

 

○スポ－ツに親しむ環境づくり  

市立体育施 設の整 備・改善を 進め、 利用者の利 便性向 上とさらな る利

用促進、有効活 用 を図るため、総 合 体育館の大規模 改 修工事の契約締結

をし、工事を実 施 します。また、 市 営プールについ て は、基本計画を踏

まえ基本・実施設計を策定します。  

 

○武蔵野市の特性を生かしたスポーツ文化の醸成  

（公財）武 蔵野文 化生涯学習 事業団 の持つ資源 を活用 し、分野横 断的

なスポーツの楽しみ方を創出します。  

国際スポー ツ大会 のレガシー を生か し、スポー ツに親 しむ機運の 醸成

や、障害の有無 に かかわらず全て の 市民がスポーツ を 楽しむことができ

る 機 会 を 創 出 、 充 実 し ま す 。 ま た 、 ス ポ ー ツ が 、 健 康 づ く り は も と よ

り、仲間づくりにつながるよう、継続のための取組を推進します。  

 

【方針５】  歴史文化の継承と創造  

市民が武蔵野の歴史や文化に触れ、理解を深めるため、武蔵野ふるさ

と歴史館等における企画展等に加え、小学生から社会人まで切れ目ない

博 学 連 携 事 業 や ボ ラ ン テ ィ ア 育 成 講 座 等 の 様 々 な 事 業 を 行 う こ と に よ

り 、 歴 史 文 化 の 継 承 と 創 造 を 図 り ま す 。 ま た 、 歴 史 公 文 書 に つ い て

は 、 公 文 書 専 門 員 の 専 門 的 知 識 を 生 か し た 選 別 、 移 管 、 保 存 に 取 り 組

み 、 展 示 等 を 通 し て 歴 史 公 文 書 の 利 活 用 を 行 い ま す 。 文 化 財 に つ い て
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は、市指定文化財の指定などにより、保護・普及に努めます。  

 

○文化財の保護・普及    

先人たちの 築いて きた歴史や 文化を 大切にし、 地域の 自然と歴史 の中

で 培 わ れ て き た 貴 重 な 文 化 遺 産 を 保 護 し 、 そ の 普 及 に 引 き 続 き 努 め ま

す 。 市 天 然 記 念 物 の 保 存 を 補 助 し 、 市 指 定 文 化 財 を 指 定 す る だ け で な

く、企画展やワー クショップ等を通 じて、その周知と 利活用を図ります 。  

国有形登録 文化財 である旧赤 星鉄馬 邸について 、保存 活用計画を 踏ま

え基本・実施設 計 を策定します。 ま た、同じく国有 形 登録文化財である

濵 家 住 宅 西 洋 館 と 一 体 的 な 管 理 運 営 委 託 を 試 行 実 施 し ま す 。 そ の 中

で、濵家住宅西洋館の利活用方針についても検討します。  

また、悉皆 調査に よって収集 された 民俗資料の 調査・ 研究・価値 づけ

を行います。  

 

○歴史公文書の保存と公開  

歴史公文書 は、過 去を未来へ と繋ぐ ことができ る市民 の貴重な財 産で

あり、その選別 ・ 収集・保存に留 ま らず、展示等に よ って利活用を図り

ます。中島飛行 機 関連の資料につ い ては引き続き展 示 を行い、収蔵資料

管理システムを活用した利活用を図ります。  

また、武蔵 野市百 年史編さん にあた り収集した 資料は 目録に基づ いて

選別・収納を行います。  

 

○武蔵野ふるさと歴史館の充実   

中島飛行機 関連事 業として、 米国国 立公文書館 で収集 した英文資 料に

基づき、専門的 研 究・分析等を行 う とともに、新た な 資料の収集に努め

ます。  

また、博学 連携事 業について は、市 内小中学校 にとど まらず、様 々な

機関との連携を 図 っていきます。 高 校生ボランティ ア 制度、大学生のた

めの学芸員実習 、 大学院生等のた め のフェローシッ プ （特別研修員）制

度、主に成人教 育 となる歴史館大 学 等により、生涯 を 通じて歴史館で学

ぶ仕組み作りを継続します。  

事業内容の より詳 細な情報発 信、周 知、拡散の ため、 ＳＮＳの活 用を

さらに進めます。  

併せて、専 門的な 知識を持っ たボラ ンティアや 、他施 設との連携 を図

ります。  
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【基本方針６】  図書館の力を高め地域に活かす  

 読書ならではの楽しさや喜びを提供し、武蔵野市民が知りたいこと・

考 え た い こ と ・ 解 決 し た い こ と を 「 知 」 の 側 面 か ら 支 え て い く た め

に、図書館の力を高め、市民と地域の生き生きとした活動に貢献します。  

 

○質の高いサービスを支える体制整備  

「読む楽し さ」「 知る楽しみ 」の動 機づけ、デ ジタル な表現手段 の活

用、地域が抱え る 課題を発掘しそ の 解決支援に取り 組 むなど、従来の図

書館業務の枠を 越 えた新たな専門 性 を持つ職員を令 和 ７年度に改定した

武蔵野市立図書 館 人材育成計画に 基 づき育成します 。 計画に基づき、引

き 続 き 司 書 講 習 へ の 派 遣 に よ る 中 央 図 書 館 職 員 の 専 門 性 の 向 上 に 加

え、市と指定管 理 を受託している （ 公財）武蔵野文 化 生涯学習事業団と

の職員相互派遣 に より指定管理団 体 職員にも図書館 行 政経験の蓄積を進

め、分館を含め た 図書館全体でそ の 相乗効果を得る こ とで、利用者への

質の高い図書館 サ ービス提供につ な げます。また、 図 書館運営には市の

直接的な関与と と もに市民参加が よ り重要となるこ と から、そのための

推進を図ります。  

 

〇地域の情報拠点としての情報の蓄積  

インターネ ットの 利用がごく 一般的 なものとな り、Ａ Ｉの活用も 一般

化 し つ つ あ る 時 代 に お い て 図 書 館 の 役 割 は よ り 重 要 に な る こ と を 踏 ま

え、図書資料の 持 つ価値を 市民に 提 供するため、引 き 続き多様性や持続

性を重視した資料収集を行います。  

地域の情報 拠点と して図書館 資料の 充実を図る ため、 武蔵野市立 図書

館 除 籍 基 準 及 び 除 籍 ガ イ ド ラ イ ン に 基 づ き 計 画 的 な 除 籍 を 進 め な が

ら、３館の個性に沿った資料収集の強化を図ります。  

令和７年度 中の図 書館情報シ ステム の更改を踏 まえ、 来館 困難者 への

図書館サービス の 向上を図るとと も に、電子書籍サ ー ビスを拡充し、利

便性を向上させ ま す。また、オン ラ インデータベー ス など、利用者の多

様な学びや課題 解 決に資すること が 期待できるデジ タ ル情報の活用を進

めます。  

 

〇図書館の活用と情報収集の支援   

ＡＩが普及 し、個 人が手軽に 活用で きる状況と なった 現在でも、 読書

の感動や発見の 喜 びは不変である こ とから、利用者 の ニーズに合わせた

情報提供や事業を行います。  
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生涯学習や 市民団 体の活動が 活発な 本市の特徴 を活か し、これら の活

動を支援する様 々 な情報提供に取 り 組み、市民の学 び なおしや市民活動

の充実を支援します。  

 

〇市民の学びと課題解決の支援   

知る楽しみ をより 多くの方に 知って いただける よう、 体験型事業 の実

施などレファレンスサービスの普及に努めます。  

また、図書 館が有 する資料、 場、人 材（図書館 員）を 活用して、 地域

の課題解決に携 わ っている行政の 他 部署や地域の団 体 などとの協力・連

携を進め  、市民の課題解決を支援します。  

 

〇子どもたちの読書活動の充実  

子どもたち が読書 を通じて、 豊かな 心を培い、 自ら学 ぶ力を身に 付け

ることで、生き る 力を育みます。 併 せて子育て世代 の 図書館利用も促進

します。  

乳幼児期には、 読 み聞かせ等によ り 子どもとのコミ ュ ニケーションが深

められる取組を 充 実します。その 後 も、読書を通じ て 好みの本の傾向が

現れ、知的興味 に 応じ一層幅広く 多 様な読書ができ る ようになっていく

子どもたちの成 長 過程に合わせて 、 手に取って読み た くなるような蔵書

の充実やＩＣＴ を 活用した情報活 用 能力の育成、居 場 所づくりに取り組

みます。また、 令 和７年度に更改 し た図書館情報シ ス テムも活用し、子

ど も た ち の 読 書 活 動 を 推 進 し て い く ほ か 、 学 校 図 書 館 機 能 充 実 の た

め、引き続き公共図書館として可能な学校図書館支援を行います。  

-12-



☆：新規・拡充 

基本方針と主要施策・事業の関係 

 

令和８年度武蔵野市教育委員会の基本方針 令和８年度主要施策・事業等 

【基本方針１】 

学校での子どもの育ちや学びを支える基盤づくり

の推進 
〇家庭・地域と連携した教育活動の充実  
○関係機関・専門家との連携の充実 
〇質の高い教育活動を支える環境の整備 

〇開かれた学校づくりの推進と地域学校協働活動
の充実 

○地域と連携した部活動の推進 
☆教育相談体制の充実、不登校対応の充実 
○教育データの蓄積と活用と校務DXを中心とした
働き方改革の推進 

○学校改築の計画的な推進 
☆第二期学校施設整備基本計画の策定（令和７～

８年度） 

【基本方針２】 

自らの人生を切り拓く自信と意欲の育成 

〇子どもの権利を守り、安心して学べる取組の推進  
〇一人一人のよさや可能性を引き出す指導や支援の工夫 
○主体的・対話的で深い学びの充実  
○知性・感性を磨く体験活動の重視 

○人権教育・道徳教育の推進 
〇安心できる学校・学級風土づくり 
☆より広いインクルーシブ教育システムの構築と
特別支援教育の充実 
☆ICT 活用や関係機関の連携による居場所づくり 
〇特別支援教育の充実 
○学習の基盤となる言語能力・情報活用能力の育
成 

○個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実
〇持続可能な長期宿泊体験活動の実施 

○文化・芸術等の専門家や外国人との交流 

【基本方針３】 

多様性を生かし、社会を形成する力の醸成 
○子どもよる自発的・自治的な学校・学級づくりの推進  
○まちや社会に向き合い、未来を考える学びの創造 
○学校の強みと教員の主体性を生かした学校づくりの推

進 

○自発的・自治的活動を通した意見表明・参加 
○探究的な学習過程による総合的な学習の時間の
推進と武蔵野市民科の充実 

○異なる学年・学級等の交流の充実 
○特色ある教育活動の充実と教員のやりがい支援 

 

【基本方針４】 

生涯学習・スポーツ事業の充実 

〇学び始める機会の提供                 
○学びを広げ、他者とつながる活動の支援 
○「学びをおくる」生涯学習社会の推進       
〇学びを支える生涯学習施設の整備 
〇市民の芸術・文化活動の支援            
○誰もがスポーツを楽しめる機会の創出 
○スポーツを支える担い手づくりと活動支援   
○スポ－ツに親しむ環境づくり  
○武蔵野市の特性を生かしたスポーツ文化の醸成 

○「学びをおくる」生涯学習社会の推進           
○誰もがスポーツを楽しめる機会の創出           
〇体育施設の計画的な改修・修繕 
☆総合体育館大規模改修工事基本設計・実施設計  
☆市営プール整備に向けた検討 
☆市民会館大規模改修工事実施設計 

【基本方針５】 

歴史文化の継承と創造 
〇文化財の保護・普及           
〇歴史公文書の保存と公開 
〇武蔵野ふるさと歴史館の充実 

○市文化財の指定及び登録                              
○歴史公文書の利用促進 
○米国国立公文書館所蔵の中島飛行機関連資料の

調査・研究  
○歴史公文書・文化財システムを活用した収蔵資料

のインターネット公開 
☆旧赤星鉄馬邸・濵家住宅西洋館保存活用事業 

【基本方針６】 

図書館の力を高め地域に活かす 
〇質の高いサービスを支える体制整備   
○地域の情報拠点としての情報の蓄積 
〇図書館の活用と情報収集の支援      
〇市民の学びと課題解決の支援  
〇子どもたちの読書活動の充実 

○市立図書館を支える人材の育成  

○子どもたちの読書活動の充実  
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